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JAニュース
い
わ
み
中
央
西
条
柿
生

産
組
合
は
西
条
柿
「
こ
づ

ち
」
の
初
出
荷
式
と
出
荷

目
合
わ
せ
会
を
、
10
月
３

日
、
浜
田
市
内
村
町
の
い

わ
み
中
央
地
区
本
部
柿
選

果
場
で
開
催
し
、
管
内
の

生
産
者
・
Ｊ
Ａ
関
係
者
約

80
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
の
出
荷
目

標
は
１
６
０
ト
ン
、
販
売

額
は
５
，７
０
０
万
円
と
定
め
、
西
条
柿
の
糖
度
は
20
度
以

上
を
核
と
す
る
高
品
質
を
追
求
し
て
い
ま
す
。

同
生
産
組
合
串
崎
美
之
組
合
長
は
「
今
年
度
は
梅
雨
が

短
く
、
水
不
足
と
夏
場
の
猛
暑
に
よ
る
日
焼
け
果
が
発
生
。

玉
太
り
の
不
安
が
あ
っ
た
が
、
９
月
以
降
の
降
雨
で
玉
太
り

が
改
善
す
る
見
込
み
。西
条
柿
の
色
づ
き
は
遅
れ
て
い
る
が
、

糖
度
と
品
質
を
最
優
先
に
選

果
を
徹
底
す
る
」
と
話
し
ま

し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
と

Ｊ
Ａ
共
済
連
島
根
・

一
般
財
団
法
人
島
根

県
農
協
共
済
福
祉
事

業
団
は
、
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
に
合

わ
せ
て
、
９
月
24
日

に
浜
田
市
へ
、
30
日

に
は
江
津
市
へ
そ
れ

ぞ
れ
交
通
事
故
防
止

機
器
（
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
）
を
寄
贈
し
ま

し
た
。

こ
の
取
組
は
Ｊ

Ａ
共
済
の
地
域
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て

毎
年
行
っ
て
い
ま

す
。交

通
事
故
ゼ
ロ

に
向
け
て
お
役
立
て

い
た
だ
く
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

西
条
柿
『
こ
づ
ち
』

出
荷
が
始
ま
る

交
通
事
故
ゼ
ロ
へ
の
思
い
を
込
め
て

交
通
事
故
防
止
機
器（
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
）を
寄
贈

浜田市浜田市江津市江津市

10
月
17
日
、
益
田
市
西
部
家
畜
市
場
に
お
い
て
、
令
和

７
年
度
西
部
地
区
子
牛
共
進
会
が
開
催
さ
れ
、
い
わ
み
中
央

地
区
本
部
、
西
い
わ
み
地
区
本
部
か
ら
計
21
頭
（
い
わ
み
中

央
７
頭
、西
い
わ
み
14
頭
）
の
雌
子
牛
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

子
牛
共
進
会
は
、
発
育
、
体
形
、
資
質
な
ど
の
ほ
か
、

子
牛
ら
し
さ
が
評
価
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
当
日
は
５
名
の

審
査
員
が
厳
正
な
審
査
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
優
秀
賞
、
優
良

賞
に
選
出
さ
れ
る
成
績
と
な

り
ま
し
た
。
今
回
の
西
部
地

区
子
牛
共
進
会
当
日
ま
で
飼

養
管
理
、
調
教
さ
れ
た
出
品

者
の
皆
さ
ん
本
当
に
お
疲
れ

様
で
し
た
。

優
秀
雌
子
牛
が
勢
ぞ
ろ
い

～
西
部
地
区
子
牛
共
進
会
～

＊敬称略
区　分 名　号 地　区 出品者

優秀賞４席 ７ささゆい６ 江津市 佐々木　健　二

優 秀 賞 き く ふ く 弥栄町 ㈱佐々木牧場

優 秀 賞 ７やまもも 17 江津市 山　形　　　航

優良賞首席 ７ささゆい８ 江津市 佐々木　健　二

優 良 賞 ７やまもも 15 江津市 山　形　　　航

優 良 賞 ゆ み は 24 弥栄町 ㈱佐々木牧場

優 良 賞 あ き の ま つ 旭　町 樋　口　誠　二

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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JAニュース

９月19日、旭運動公園陸上競技場において16名の会員が参加して年金友の会旭地区グラウンド・
ゴルフ大会を開催しました。当初は９月18日に予定していたものの雨予報を回避して19日に延期し
ましたが、その結果すがすがしい秋晴れの下でプレーすることができました。
芝生のグラウンドや土のグラウンドを使用する難コースでしたが、ホールインワンがあり、11月

に地元、旭で行われる本部長杯で好スコアを期待します。

10月１日、浜田市陸上競技場において47名の会員が参加して年金友の会浜田地区グラウンド・ゴ
ルフ大会を開催しました。
夜露が残る芝生のグラウンドは玉の転がりが鈍く、ホールインワンが少なかったですが、２打３打

の少数スコアでプレーを続け、成績をまとめることができました。　　

10月２日、弥栄運動広場において弥栄女性部員・年金友の会会
員29名が参加して女性部年金友の会合同親善グラウンド・ゴルフ

大会を開催しました。
天気は良く、参加者は日ごろプレー
し慣れたグラウンドだけあってホー
ルインワンがたくさんでました。初
めての方もお仲間の方に連れられて
の参加でしたが、楽しくプレーすることができました。

10月２日、江津市中央公園多目的広場において25名の会員が参加して年金友の会江津地区グラウ
ンド・ゴルフ大会を開催しました。参加者は顔なじみの面々で実力伯仲、１打でも少なく、と一打一
打集中してプレーしました。グラウンドコンディションが良くホールインワンが多く出ました。

年金友の会活動グラウンド・ゴルフ
各地で交流＆健康増進！

第 31回 JAしまねいわみ中央地区本部
年金友の会地区本部長杯ゲートボール大会

10月７日、浜田市東公園ふれあい広場にて「第31回ＪＡしまねいわみ中央地区本部年金友の会地
区本部長杯ゲートボール大会」を行い、６チーム32人の方が参加しました。
天候に恵まれ清々しい秋晴れの中、優勝を目指して熱戦が続きました。予選結果の集計では総合順

位が気になり、本部席に人だかりができるくらい僅差の試合が多かったです。
大会の結果は次のとおりです。
優勝　稲代（弥栄）優勝　稲代（弥栄） 準優勝　浜田西準優勝　浜田西 第三位　三階山（浜田）第三位　三階山（浜田）

年金受給者の熱い戦い～いわみ中央地区本部長杯開催!!～

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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JA女子大学８期生は、10月９日に地区本部にて第12回
講義を行い、卒業生も含めて17名が参加しました。

今回は「資産形成のはなし」と「お米の勉強」という２
つのテーマについて学びました。１つ目のテーマ「資産形
成のはなし」では、金融課の投信アドバイザー青笹貴大職

員が講師を務め、将来に向けたお金の管理や、賢い貯蓄方法について分かりやすく
説明しました。参加者からは「少し難しかったが、投信についてもっと詳しく知り
たい」といった声が聞かれました。続いて、営農経済部の坂井文幸部長による「お
米の勉強」では、栽培方法や品種の特徴、ご飯の美味しい炊き方などについて、ユー
モアを交えながら講義が行われました。講義の最後には、３種類の新米の食べ比べ
やクイズもあり、大いに盛り上がりました。どちらのテーマも日々の生活に役立つ
内容で、参加した学生たちにとって大変有意義な学びの時間となりました。

８期生10月講座「資産形成のはなし」「お米の勉強」

ふふれれああいい農農業業体体験験塾塾

９月21日、上府町の田んぼで「ふれあい農業体験塾」を開催し、20
世帯58名の親子が稲刈りを体験しました。参加した子どもたちは、５月に自分たちで
植えた苗が立派に成長している様子を見て「苗は小さかったのに、こんなに大きくなっ
ている！」と黄金色に実った稲穂に驚いていました。
当日は明け方まで雨が降っていたため田んぼには水がたまり、足が抜けなくなった

り、手や足、おしりまで
泥だらけになりながら慣
れない鎌での作業となりました。作業後には、JA女
性部の方が作った新米のおにぎりが配られ「田植え
の時に食べた塩むすびがとてもおいしかったので、
また食べられてうれしい」と子どもたちも大喜びで
した。この日刈り取ったお米は精米し、後日開催す
る収穫祭で参加者にプレゼントする予定です。

９月26日、地区本部にて島根県立大学
地域政策学部の学生13人を対象に、米の

生産・流通・販売・消費をテーマとした出前講義を行い、
講師は営農経済部の坂井文幸部長が務めました。
講義では、中山間地における米生産状況や課題につ

いて説明。坂井部長は米の需要減少と競争激化が続く
地域の現状を示しつつ、全農が作成した「米流通に関
するファクトブック」を用いて、流通の実態を具体的に
説明しました。また、うるち米、もち米、酒米の実物を
学生に見せ、種類ごとの特性や市場ニーズの違いにつ
いて理解を深めました。
今回の講義は、地域
資源の維持や若者の就
農意欲を高める有効な
学習機会であることを
改めて確認しました。

浜田市上府保育園で年長10名・年中14名
が参加し、出前授業を実施しました。講師は

営農経済部の坂
井文幸部長。５月
27日にバケツへ
苗１本ずつ植え
たところ、約12
本に成長しまし
た。園児はハサミ
を使って稲刈り
体験を実施。今後
は園内で干し、も
みすりを行う予
定です。

稲刈り体験

出前
授業

島根県立大学生への『米の講義』上府保育園でバケツ稲の刈り取り 出前
講義

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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ア
ー
ム
バ
ン
ド
作
り～

跡
市
女
性
部
～

役
職
員
・
女
性
部
合
同
会
議
の

開
催

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
ブ
ロ
ー
チ
作
り

～
三
隅
女
性
部
～

９
月
21
日
、
跡
市
女
性
部

（
平
川
節
美
部
長
）
は
尾
浜

女
性
部（
石
田
リ
ヨ
子
部
長
）

と
合
同
で
、
跡
市
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー

で
手
芸
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。
22
名
が
参
加
し
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

『
家
の
光
』
９
月
号
を
参

考
に
、
く
る
み
ボ
タ
ン
を
使
っ
た
ア
ー
ム
バ
ン
ド
作
り
に
挑

戦
し
、
講
師
は
跡
市
女
性
部
の
森
﨑
玉
恵
副
部
長
が
務
め
ま

し
た
。
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
好
み
の
ハ
ギ
レ
を
選
び
、
ゴ
ム

の
通
し
方
な
ど
簡
単
に
で
き
る
コ
ツ
も
伝
授
さ
れ
、
み
な
さ

ん
あ
っ
と
言
う
間
に
完
成
！
「
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
長
袖
を

止
め
る
の
に
ピ
ッ
タ
リ
！
」

と
部
員
同
士
の
会
話
も
弾

み
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
楽
し
い

ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

10
月
１
日
、
地
区
本
部
第
１
研
修
室
に
て
「
役
職
員
・
女

性
部
合
同
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
出
席
者
は
佐
々
木
豊

本
部
長
、
盆
子
原
紀
子
理
事
、
三
浦
聡
統
括
部
長
、
坂
井
文

幸
営
農
経
済
部
長
、
平
谷
義
弘
統
括
支
店
長
と
平
川
節
美
女

性
部
長
他
10
名
の
女
性
部
員
と
計
16
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

会
議
は
女
性
部
か
ら
の
質
問
に
役
職
員
が
回
答
す
る
形
式

で
進
め
ら
れ
、
全
体
で
約
15
件
の
質
問
が
出
さ
れ
る
な
ど
活

発
な
意
見
交
換
と
な
り
ま
し
た
。
昼
食
を
共
に
し
、
互
い
の

理
解
を
深
め
る
有
意
義
な
場
と
な
り
ま
し
た
。

女
性
部
か
ら
は
、 

広
報
誌
に
新
入
職
員
３
名
と
正
職
員
登

用
者
２
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
件
に
つ
い
て
、
若
手
の
定
着

を
図
る
た
め
の
育

成
体
制
を
今
後
も

強
化
し
て
ほ
し
い

と
の
要
望
や
、
米

の
販
売
・
Ａ
Ｔ
Ｍ

に
関
す
る
質
問
な

ど
「
現
場
の
課
題

を
共
有
で
き
る
機

会
」
と
し
て
今
後

の
連
携
強
化
へ
つ

な
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

10
月
９
日
、
三
隅
女
性

部
（
猪
俣
房
子
部
長
）
は

三
隅
支
店
に
て
「
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
ブ
ロ
ー
チ
作

り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
を
有
効
活

用
し
、
ブ
ロ
ー
チ
づ
く
り

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
厚
紙

に
キ
ャ
ッ
プ
を
張
り
付

け
、
色
と
り
ど
り
の
麻
ひ

も
を
巻
い
て
小
さ
な
麦
わ

ら
帽
子
を
作
成
。
仕
上
げ

に
リ
ボ
ン
や
花
な
ど
で
飾

り
付
け
を
し
、
可
愛
ら
し

い
ブ
ロ
ー
チ
が
完
成
し
ま

し
た
。参
加
者
か
ら
は「
み

ん
な
で
集
ま
っ
て
、
お

し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
作
る

の
は
楽
し
い
」
と
笑
顔
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
猪

俣
部
長
は
「
今
後
も
部
員

同
士
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
た
楽
し
い
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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2025年11月号

Ⅰ．樹木の購入について
果樹苗木の購入は、秋期（11月下旬～12月上旬頃）の方が、より優良な苗木を確実に入手できます。
春期購入の場合は、品種により売切れになることがあります。寒冷地においても秋期購入して充分な越冬管
理を行ない、春植えすることをおすすめします。

Ⅱ．果樹苗木の植え方について
１．植穴は直径80cm位、深さ50～70cm位に掘ります。植穴は秋期（苗
木到着前）に掘り、表土・心土・完熟たい肥と適量の溶倫リン・石灰と
をよく混ぜて埋め戻し定植に備えます。

２．購入した苗木は、６～12時間くらい根部を水に浸して充分に吸水させ
てからすぐに定植します。定植がすぐにできない場合も、充分に吸水さ
せてから、一時、仮植します。根部を風に当てたり、直射日光に当てる
と乾燥し枯死の原因となりますので、吸水後は早めに定植して下さい。

３．接木部にビニールテープが巻かれてある場合は取り除き、根の先端に
枯死した個所があれば鋭利なハサミで切返し、根部をトップジンＭ（又
はベンレート）1000倍液に約10分間浸漬します。

４．植えつけは根を放射状に広げ、各々の根に細土が密着するように丁寧
に土をかけます。土をかけたら苗木を軽く持ち上げるようにしながら足
で軽く踏みつけ、多量の灌水をして下さい。

５．植えつけの深さは、接木部を地表面より高くして、沈降しても地表面
下にならないようにします。苗木の地上部を切りつめる長さは、樹種、
整枝法によって異なりますが、普通は長さの良い芽の上で切り、切口に
は癒（ユ）合剤等を塗ります。

６．植え付けが完了したら支柱を立て、春期に敷きワラを行って乾燥防止
と雑草の発生を抑えます。

Ⅲ．植え付け後の管理について
１．植え付け後雨のない時は、充分な灌水を行い、病害虫初期防除に備え
て下さい。

２．植えつけ直後の多量の施肥は、根をいためて活着を悪くすることがあ
りますので、芽出し１ヵ月後位から化成肥料を少量（１本あたり１握り
位）ずつ数回に分けて施します。

Ⅳ．越冬の仮植報告について
１．秋植えの方が翌年生育良好ですが、寒地（冬期間最低気温－７℃以下）の場合は、凍害の恐れがありま
すので、春植え（３月中旬～４月中旬）を行って下さい。寒さに弱いキウイ・カリン・梅・柿などは春植
え（３月中旬～４月中旬）をした方が安全で管理も容易です。

２．仮植する場所は、日当りが良く、風当り少なく、適度の保水力と通気
性（排水）の良い条件のところを選んで下さい。

３．上記の条件の場所に右図の様に溝を掘り、水に浸して充分吸水させた
苗木を１本ずつ斜めに並べ、根部と苗木に細土をまんべんなくかけて、
地上部はワラ・ムシロ等で防寒して下さい。

果樹苗木の植え方・育て方について！果樹苗木の植え方・育て方について！
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島根県西部農林水産振興センターからのお知らせ

トラクターの座席ベルト着用が義務化されます！

主食用米の盗難防止対策の徹底について

島根県西部農林水産振興センター農業振興部（TEL：0855-29-5615）

道路運送車両の保安基準改正により、乗用型トラクターで道路を走行
する際には、シートベルトの着用が義務化されます。
●義務化は令和９年１月１日からです。
●令和９年１月１日以降に製造された座席を有するトラクターは、大
型・小型特殊自動車に限らず対象車となります。（ボンネット側面に
は着用義務車を示すステッカーが貼付されます。）
●違反した場合は、シートベルトの着用義務違反として、点数１点が付されます。

農耕作業用特殊車の死亡事故は車両単独による路外逸脱や転倒
が、死亡事故全体の59％と多く、特に乗用型トラクターによるも
のが多くなっています。
死亡・重症といった重大なリスクに対して、シートベルトを安
全キャブ・フレームとセットで使用することが重要です！

昨年から保管中の玄米入り米袋等が盗難にあう被害が全国的に発生しています。
特に、本年産米は昨年産を上回る米価水準になっており、盗難リスクが高くなっている
と考えられますので、倉庫等で保管する場合には盗難防止対策を徹底してください。

盗難防止対策
●盗難被害に遭わないよう、農作物の保管・管理に気を付けましょう！
○ハウスや保管庫等について、窓や出入口の施錠を徹底する。
「盗難注意」「立入禁止」等の看板やのぼり旗を設置する。
○防犯カメラ、センサーライト等を設置する。
○通行人から見える位置に「防犯カメラ作動中」等のステッカーや看板等を設置する。

●防犯パトロールの実施や防災無線等を活用した不審者・不審車両対策に取り組みましょう！
○防犯パトロールを実施し、不審者・不審車両を見かけた際は速やかに警
察に通報する。
○防災無線等を活用して、不審者・不審車両の目撃情報や盗難被害の発生
状況を共有するとともに、農作物の保管・管理を呼びかける。

参照元：農林水産省「農作物の盗難の実態と対応策」

参照元：農林水産省「乗用型トラクターでの道路走行時におけるシートベルト義務化」
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令和７年度

農業所得申告支援システム
申込みのご案内

今年度も農業所得支援帳票の作成・配布を受付けます。
ご利用を希望される方は、JA各支店・事業所・あぐり店で下記の通り申込をお願いいたします。
なお、継続利用契約の申込みはお引き受けできませんので、ご了承ください。

１．申告支援の
　　データ提供内容

 ①農業収支計算明細書・収支内訳準備表（帳票）
　　　　　　　　　　　 ②収支計算データ（農業用収支計算Excelプログラムに取り込むデータ）
　　　　　　　　　　　 ③農業簿記データ（ソリマチ農業簿記に取り込むデータ）

２．ご利用方法  集計口座は６口座までです。

３．ご利用料金  １件　1,100円（税込）※データ提供内容毎にご利用料金が発生します。
                                       ※今年度は、郵送での帳票送付をいたします。

４．申込締切日
 第１回申込締切  令和７年12月５日（金）

　　　　　　　　　 最 終 申 込 締 切  令和８年２月６日（金）
５．帳票・データのお届け予定時期

　帳　票：第１回申込締切までに申込をされた方…令和８年１月中旬郵送にて配布
　　　　　～１月末日までに申込をされた方………令和８年２月中旬郵送にて配布
　　　　　※２月上旬以降お申込みをされた方……令和８年２月下旬郵送にて配布
　データ：データが出来次第、順次メールにて送付

６．申込用紙・申込場所  JA各支所、事業所、あぐり各店窓口で申込下さい。

［お問い合わせ先］営農経済部 営農企画課 TEL：0855–22–8812

いわみ中央地区本部２階

金城支店２階
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住宅ローン
マイカーローン

…ほか

JAしまね いわみ中央統括支店ローンセンター
〒697-0024 島根県浜田市黒川町3741

℡（0855）22-8816　FAX（0855）22-0203

お問い合わせ

ローン休日営業 開催中！

受付時間
9：30～15：00

令和７年12月 13日・27日

©よりぞう

いわみ中央地区本部いわみ中央地区本部
１階浜田支店で１階浜田支店で
お待ちしております‼お待ちしております‼

年金相談会
12月12日㈮
・金城支店
・旭事業所
午前10時から
午後７時まで
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